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 氏（ガバナー秘書） 
◆ビジター　　岩尾　正昭　　後藤　哲憲

中島　　拓　　（以上大分東）
阿南　勝啓　　（大分南）
佐藤　憲幸　　眞上　　晋
小野日　隆　　（以上大分城西）

会長の時間	 日出ＲＣ会長　秋吉　尚康

　皆さん今晩は。
　本日は、ガバナー小山康直様を迎えての公式訪
問大分第３グループ６RC合同例会です。私は本
日のホストクラブさせて頂きます日出ロータリー
クラブ会長の秋吉尚康です。皆様のご協力を最後
までよろしくお願いします。本日は、大変お忙し
い中、多くの会員の皆様の御臨席を賜り、大変嬉
しく感謝致申し上げます。
　まず初めに６月15日、当ホテルにて行なわれた
日出ロータリークラブの創立30周年記念式典には
先代の赤山ガバナーをはじめ多くの会員の皆様の
御臨席を賜り大変有り難う御座いました。当時は
13名の少人数クラブで無事に30周年記念式典が出
来るのか心配していましたが、当時の鈴木会長と
山田式典実行委員長の指導を仰ぎながら、13名の
会員がやれば出来るとの思いで頑張って参りまし
た。お陰様で、各方面よりお褒めの言葉を頂き大

変嬉しく思いました。
　本日のガバナー公式訪問の例会については、私
達のクラブでは７月より毎週の例会にて打ち合わ
せなどを行い、落ち度がない様に準備を進めてま
いりました。日出RC会員一同、皆様のお世話が
出来る事を誇りに思います。

・メイクアップ
　　事前　島田（もみじ谷奉仕作業）
　　事後　佐々木（もみじ谷奉仕作業）
　　欠席　衛藤、藤原、堀、近藤、中尾、西林、
　　　　　西馬、大江、大島、髙宮
　　理事会承認　椛田、森
　　出 席 免 除　溝部、河村
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◆出席報告　　　　　　　委員長　津末美代子

2014 ～ 2015 年度
			ＲＩテーマ　　　　

国際ロータリー会長　　ゲイリー	C.K.	ホァン	（国籍・台湾）
2720 地区

別府中央ロータリークラブ
例会日　火曜日　12時 30 分
ところ　ホテルニューツルタ	〒₈₇₄︲₀₉₂₀	別府市北浜1-14-15
　　　　TEL	（0977）22-1110　FAX	21-1019
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理事
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理事
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前田　哲矢
平野　教康
村津　忠久 
大江　知巳

森　　宗明
梅津　圭二
佐々木久宜

ＳＡＡ　森園　伸也
直前会長　森園　伸也

役員　会　長　前田　哲矢
　　　副会長　平野　教康
　　　幹　事　近藤　賢司
　　　会　計　西馬　良和

会報委員長　衛藤　秀子第 　 　 回 例 会

Light		Up		Rotary
ロータリーに輝きを
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　さて、2014年～2015年のガバナー小山康直様の
就任挨拶では、「我々ロータリーの仲間たちは悪
いニュースを良いニュースに変える事がロータ
リーの精神」と言われていますが、第2720地区の
会員の皆様も同じ想いだと思います。私達会員の
皆様は、みんなロータリーを誇りに思いながら喜
びとしていますが、私達日出クラブでは、「勇気
と希望」の文字を追加して頑張ります。今年度の
日出クラブ会員には、上野公則ガバナー補佐がい
ますので、いろいろな意見を参考にしながらロー
タリークラブの発展に務めます。
　世界ではロータリー会員数を130万人にする事
が目標ですが、日出クラブでは数か月前まで、13
名の少クラブでしたが、先ほどご紹介しました5
名の新会員が入会して15名に成りました。さらに、
会員増強に力を入れ、20名の会員を目標と致しま
す。そこで、皆さん各クラブが３名の会員増強に
努力をしましょう。
　最後に成りますが、今年の東京オリンピックの
誘致では、滝川クリステル氏の『オ・モ・テ・ナ
・シ』が流行語に成りましたが、私は本日御臨席
の皆様にお礼の意味を込めて、日出クラブも５文
字を提案致します。それは『ア・リ・ガ・ト・ウ』
です。そこで、日出クラブの皆さんは、本日御臨
席の皆様のお世話が出来る事への感謝とお礼の意
味を込めて、大きな声で『有り難う御座います』
とお礼を言いましょう。
　以上で会長の時間を終わります。

幹 事 報 告	 近藤　賢司

―ロータリー財団月間―

…本日は、日出ロータリークラブのホストにより
　別府湾ロイヤルホテルの於いて、

『小山康直ガバナー公式訪問大分第３グループ
６ＲＣ合同例会』を開催いたします。…

１．本日の卓話
「公式訪問ガバナーアドレス」　
ＲＩ第2720地区ガバナー　小山 康直 氏

２．本日のゲスト
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 氏（ガバナー秘書）                      
３．公益財団法人日母おぎゃー献金基金は、

4,000円集まりましたので、10月31日付送金
しました。ご協力ありがとうございました。

４．11月３日（祝・月）８：30～べっぷもみじ谷
に於いて「もみじ谷奉仕作業」を行いました。
参加会員の皆様、ご協力ありがとうございま
した。当日の参加者は、前田哲矢会長、村津
忠久、梶原和朗、佐々木久宜、島田光男、梅
津圭二各会員、別府東ＲＣより瑞木一博氏、
陸上自衛隊曹友会より大野会長以下17名の合
計24名でした。

５．例会変更のお知らせ
津久見ＲＣ　11月11日（火）の例会は、職場訪問

例会の為　同日12：30～赤八幡神
社に場所変更

日出ＲＣ　11月18日（火）の例会は、親睦例会
の為　同日19：00～川崎ふれあい
センターに場所変更

別府東ＲＣ　11月20日（木）の例会は、定款第６
条第１節（Ｃ）に基づき休会

中津平成ＲＣ　11月20日（木）の例会は、向笠公園
清掃例会の為　同日12：00～向笠
公園に場所変更

６．次週の予定
「米山記念奨学会ＤＶＤ上映」

７．本日の配布
① 週報No.1208

ガバナーアドレス	

国際ロータリー　　　
2014～2015年度テーマ
　「ロータリーに輝きを」
地区スローガン
　「ロータリーを学び直し
　新たな第一歩を踏みだそう」

2014～2015年度　
国際ロータリー第2720地区
ガバナー　小山　康直

　サンディエゴの国際協議会において、ゲイリー
C.K.ホァン会長がお話しされた国際ロータリーと
しての今年度方針の要点と、第2720地区の今年度
方針を説明させていただきます。

ホァン会長の言葉
　『今朝、私は早起きしてテレビのニュースを見
ておりました。ニュースを見るたびに、助けを必
要としている人びとが世界にいかに大勢いるかを
思い知らされます。』
・悪いニュースを良いニュースに変えるために、

http://www.beppu4rc.jp/chuo/
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行動しようということが、すなわちロータリーの
精神そのものではないでしょうか。そのことを次
の7月からの新しいロータリー年度の仕事ととら
えて活動していきましょう。
　『私たちは皆、ロータリーを誇りとしています。』
・この気持ちがなければ、ロータリアンでないし、
今日のようなセミナーに参加することも、例会に
参加することもありません。胸にしっかりとロー
タリアンとしての誇りを持ち、ロータリーが素晴
らしいと思っていなければなりません。
　『次年度が終わるまで全世界の会員数を130万人
にするという目標』
・来年度6月までに5万人増やそうというのが具体
的な数字で、実質的には各クラブにおいて５％の
会員増強が国際ロータリー会長であるホァン会長
から指示されていると思っていただければと思い
ます。
　『ロータリーでは全員が財団を利用できますが、
そのためには全員が財団を支援する必要があるの
です』
・ロータリー財団が何をしているかということが
わからないと、なぜ寄付をしなければならないの
か、というご意見があるかと思います。が、ロー
タリー財団がしている活動をご覧いただければ、
本当に世界によいことをしていることがおわかり
いただけます。
　『ただ座って暗闇を呪うよりもロウソクを灯し
たほうがいい』
(It is better to light a single candle, than to sit 
and curse the darkness.)
・これがホァン会長の来年度に対する一番中心の
テーマではないかと思います。
　『私が一本、あなたが一本。こうして120万人全
員がロウソクを灯します。力を合わせれば、世界
を光で輝かせることができるのです。』
・自ら行動し、会員を増やそう、そのためにはロー
タリーを知っていただかなければなりません。そ
こで、ＩＴ広報活動をして、ロータリーの良さを
多くの方に広く知っていただいて、会員を増やそ
うという方針になりました。

　各ロータリークラブは、国際ロータリーという
組織の中の一員です。決定権や活動はクラブ独自
で行いますが、方針などについては、国際ロータ
リーの目標を目指していかなければならないと
思っています。国際ロータリーの方針を基礎とし
て、その上にクラブ活動がなされなければならな
い、まず基礎をしっかりとおさえた上で活動を考
えていただきたいと思っております。

　ロータリーにはきてみるだけの価値があると私
は思っています。クラブあるいは地区に出て、い
ろんな人に知り合うと、心が豊かになる感じがし
ます。それは、常に四つのテストで自分自身を磨
き、何か世の中の為に良いことをしようと思って
いるそういう志を持った人が集まっているからで
す。積極的に様々な集まりに参加し、ロータリー
の活動に地区の委員として関わっていくと、何もし
ないで批判するよりも、その中に素晴らしいことがあ
るということが実感できるようになってきました。
　会員増強についても、同じ志を持った人が、友
人として増える、広がっていくというのは、生
きていくうえで一番重要なことだと思いますし、
ロータリーそのものではないかと思います。本当
にロータリアンであることが幸せである、生きが
いであるというふうに思うことができれば、その
友人を増やすことを目指していけばいいのではな
いかと考えます。

　ロータリー財団に寄付いただいたものは、半分
は地区補助金として戻ってきます。現在、当地区
ではグローバル補助金をほとんど使えていない現
実がありますが、そこまでフルに活動できるよう
になれば、皆さんにいただいた寄付のうち75％は
自分たちで使うことができます。もちろん残りの
25％はロータリー財団として行うことや、あるい
は組織を維持するための費用となることもあるで
しょうが、ロータリー財団を通して世界の人の為
に良いことに使われているということをご理解い
ただければ、寄付についてご理解いただけるので
はないかと思っています。

　そのロータリーの活動について地域の皆さんに
理解してもらえるよう広報活動に取り組んでいき
たいと思います。その中の一つの形として、ホァ
ン会長が提案されているロータリーデーの開催に
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取り組みたいと考えます。当地区でもすでにいろ
いろなクラブで素晴らしい活動をされていますか
ら、それをロータリーデーと銘打って開催してい
ただきたいと思います。そうすることで、それぞ
れがロータリーという光がはなたれて、第2720地
区でもロータリーが存在感を増してくるのではな
いでしょうか。

　ここまでご説明した国際ロータリーとしての方
針を踏まえ、第2720地区の地区方針は、
次の様に掲げました。

2014-2015年度地区スローガン
「ロータリーを学び直し　新たな第一歩を踏みだそう」

ロータリーを学び直し
ロータリーの精神とロータリーの奉仕活動
の原点を学び直し
そして、ロータリーのすばらしさを実感し

新たな第一歩を踏みだそう
私たちがこれまで行動していたロータリー
の範囲を押し広げ
自らの意思で新しい一歩を踏みだそう
世の中に良いことをするために

１．しっかり学び直そう
①　ロータリーの友、ガバナー月信を資料と

して
　　例会をセミナーの場としてロータリーの

全体像を知ろう

②　国際ロータリーが世界で行っている奉仕
活動を知って協力しよう

③　他の地区が実施している奉仕活動を知っ
て地元のニーズを見つけ出そう

④　地区セミナーには義務出席者のみならず
自らが関心を持てるセミナーには

　　できるだけ積極的に参加して視野を広めよう
２．地区内のＩＴ化を推し進めよう

　各クラブから選出されたＩＴ委員はＩＴを
学びクラブのＩＴリーダーになろう
①　月信をデジタル化して地区のホームペー

ジ上に貼ります。必要に応じてプリントア
ウトしてください

②　地区からクラブ、会員個人への連絡は
メールを主体にしていきます

３．ロータリーの公共イメージを上げよう
　ロータリーデーを開催し、積極的に地域に
ロータリーのすばらしさを伝え
知名度をアップしよう

４．会員を増強しよう
Ⅰ　ロータリーの良さを知ったら知人に伝え

よう
Ⅱ　知人をロータリーの友人としよう
Ⅲ　新会員の紹介会員は月信で紹介して会員

増強を推奨しよう
５．青少年奉仕を重点的に行う

　ロータリーの事業である青少年交換事業を
復活させよう

６．ＲＬＩロータリー・リーダーシップ研究会を
実施しよう

　ディスカッションリーダーの育成からス
タートする

７．五大奉仕の真の意味を理解し実践しよう
　2014-2015年度国際ロータリーテーマとRI
第2720地区方針をご理解いただき、皆様から
のご指導ご支援のほど、よろしくお願い申し
上げます。

　2014-2015年度国際ロータリーテーマとRI第
2720地区方針をご理解いただき、皆様からのご指
導ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
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